






















Grammaire française au niveau débutant dans l’enseignement 














































































































































































める。スタートと同時に、一番目の学生が « J’ai … » (I have…)で始まる文を
作り、発音するが、その文には必ず名詞と形容詞の組み合わせを入れなけれ
ばならない。


























































は、規則動詞を学習する4課で、練習問題に « J’étudie l’histoire moderne depuis 
deux ans. »（私は2年前から近代史を勉強しています）という文があり、提出
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された課題を見ると「2年」のdeux ansを「2才」と訳し、「私は2才から近代
史を勉強しています」という和訳を書いている学生が、少数ではあるが後を
絶たない。
　先述の「二人称」の問題にも関わるが、語学を志す者は「意味を伝える人」
でなければならない。大学という高等教育機関の中で、常に成績や単位に気
を取られがちな学生に、機会あるごとに「何のために語学を学ぶか」を思い
出してほしい。筆者はそれが語学の軸であるべきだと考えている。
2.4.2．雑学から教養へ、複言語教育は世界を覗く窓であれ
　昨今、学生の「～離れ」は枚挙にいとまがない。テレビ離れ、映画離れ、
雑誌離れ、読書離れ、ブランド離れ（車やファッションなど）…、時代の変
化は必然かもしれないが、こういった傾向は学生が何気ないことから「雑学」
を得る機会を奪い、「雑学」から好奇心と学習を経て獲得する「教養」から
も遠ざけてしまっているのではないだろうか。筆者は限られた授業時間では
あるが、開催中の美術展や、上映中の最新映画もしくはDVDやストリーミ
ングで見られる映像の美しい古い映画や映画スターの話などをできるだけす
るよう心掛けている。美術展は一般に思われているほど敷居の高いものでは
なく、美術館側は生まれてから一度も美術館に足を運んだことのないような
人にぜひ欲しいと願い、誰にでもわかりやすい解説や楽しめる企画を立てて
いることなど、ごく気軽な内容ではあるが、美術館に足を踏み入れたことの
ない学生には未知の情報である。具体性を持たせるために、東京の国立新美
術館で行われたピカソのポートレート展の話をよく例に挙げる。ピカソが恋
多き男であったこと、作品の多くが恋愛の相手からインスピレーションを受
けたものであることをかいつまんで話し、ポートレート展にも女たちの姿が
描かれた作品が数多く並んでいたことを説明したうえで、「最終日に作品を
見ていたら、女子高生と思われるグループが1枚の絵の前で何か話していて、
そのうちの一人が「でもこの女
ひと
、ピカソに未練たらたらだったんでしょ！？」
と言ったんですよ」とエピソードを話す。
　この発言を聞いて学生は笑うが、筆者が「私はそれを聞いて、素晴らしい！
複言語教育におけるフランス語初級文法■
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と思いました」とコメントすると、驚いた顔になる。「だって、そういう出会
いやドラマがなかったら、今その名画は私たちの前にないかもしれない。絵
には、なぜそれを描いたかというきっかけや理由が必ずあります。そして、
それは必ずしも高尚な理由とは限りません。それを感じたのが素晴らしい」
　また、東京都美術館で開催されたポンピドゥーセンター展ではピカソの緑
を基調にした絵画にちなんでグリーンカレーが発売され（作品そのものとカ
レーには全く関係がないが、パッケージにピカソの絵が印刷されている）、愛
知県美術館のゴッホとゴーギャン展ではゴッホの玉ねぎの絵にちなんだ玉ね
ぎ風味のスナック（同様）が販売されていたことも話し、美術館はそういう
ユーモアを持ち合わせた場所であり、話題になっている映画を見に行くよう
なつもりで美術展に出かけてほしいと呼びかけている。「この話をきっかけ
に美術館に行ってみたら、それが趣味になった」という学生もおり、そういっ
た好奇心が大学での専門分野の勉強にも生かされてほしいと願っている。映
画も同様で、映画館に行くこと、行けない人は本学図書館のMLCに所蔵され
ているDVDを大いに利用するよう勧めている。
　複言語教育は単なる語学にとどまらず、そこから世界を覗き見ることので
きる窓であってほしい。窓の外の風景が気に入れば、実際に足を踏み入れる
気持ちが湧く。本稿の「1．はじめに」で述べたように、「語学を起点とした
国際的な視野を持ち、専門分野について学習する」ためには、雑学的なきっ
かけから発展する教養が必要である。
3．まとめ
　本稿では、フランス語初学者において重視すべき4つの要素について述べた。
　1）スペルと発音の学習については、母音の区別／子音の連続／音から文字
へ（聴覚情報から視覚情報へ）を取り上げ、2）主語と動詞の導入では「二人
称」について問題にふれた。また、3）学生の「構文力」の問題として「単
語の羅列から構文への移行」を空間認知の問題としてとらえ、4）そもそも
何のための語学を学ぶかという疑問に対し、語学を志す者は「意味を伝える
者」であることを軸とし、また複言語教育は単なる語学にとどまらず、世界
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を覗き見ることのできる窓であるべきだという考えを示した。
　以上、いささか散文的ではあるが、複言語教育におけるフランス語の授業
の一例としたい。
注
1 『パラレル』の改訂版が2018年3月に発行。
